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Abstract
In quitting the president of the Japanese cosmetic science society, I looked back on the ten years in office and described 

the results during the interim and the remaining issues. The greatest achievement is the formulation of guidelines for evalua-
tion of cosmetic functions. In the guidelines, four committees formulated guidelines for evaluation of anti-wrinkle products, 
whitening products, sunscreen products, and evaluation of safety of functional cosmetics. The most memorable result is that 
anti-wrinkle cosmetics and quasi drugs were recognized as new efficacy for the first time in more than 30 years. On the other 
hand, we saw multiple occurrences of leukoderma due to side effects of a whitening product. Based on that, a new safety test 
was obliged. As for the sunscreen products, we are looking forward to being able to claim the efficacy that photoaging can be 
prevented by daily use. However, since the educational activities have not been fully developed, there are few people who 
understand the meaning of photoaging correctly. This indication of efficacy leads not only to prevention of photoaging but 
also prevention of skin cancer. Thus, it must be achieved in order to extend the healthy life expectancy of the people and to 
control medical expenses.
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1.　香粧品の安全性から機能へ

現在の日本香粧品学会の前身である日本香粧品科学会
が誕生したのは，今から 40年前の 1976年のことであ
る。初代理事長の東邦大学皮膚科教授であった安田利顕
先生は，化粧品研究者と化粧品に興味を持つ皮膚科医，
さらには薬学者が一堂に会して，香粧品およびその関連
物質に関する種々の医学的および科学的問題について討
論する場として学会を設立された。以来，高瀬吉雄先
生，朝田康夫先生，武田克之先生，原田昭太郎先生が理
事長を務められ，原田理事長が学会の名称を変更され，
2007年から私が 6代目理事長を務め，ちょうど 10年を
迎えた。324名の会員からスタートし，現在では 700人
規模の学会に成長している。ところで，本学会役員には
定年制が敷かれていなかったが，若手の活躍できる学会
への変革を試みる一環として，私が提案して 65歳定年
制を取り入れた。65歳になった今年，私もその理事長
としての責務を終えることとなった。そこで，理事長と
しての 10年間を振り返り，学会の歩んできた道を記録
として残すことも自分の役割を考え，本稿を執筆するこ

ととした。
私が日本香粧品学会に入会したのは 30年以上前のこ
とであるが，当時の本学会の主たるテーマは化粧品の安
全性であった。女子顔面黒皮症（リール黒皮症，色素沈
着型接触皮膚炎）が多発した時代であり，原因物質であ
るタール系色素の特定に本学会の果たした役割は大き
い。その後 1980年代に入ると皮膚科学研究を基盤とし
た基礎香粧品学の追及がなされるようになり，安全性中
心から化粧品が関与すべき皮膚の変化のメカニズムとそ
の対処法の科学へと本学会の主眼とするところはシフト
していった。その結果，保湿，シミ，シワに関する基礎
研究が盛んに行われるようになった。さらに 1990年代
に入ると，分子生物学も香粧品学に応用され，化粧品の
機能への新たな挑戦の時代に至った。当時の本学会の
テーマを見ても，「化粧品の有用性に関する香粧品科学
の進歩と将来展望」（2002年第 27回大会），「Evidence 
Based Cosmeticsの創生に向けて」（2003年第 28回大会），
「先端技術による次世代化粧品を考える」（2005年第 30
回大会）などであり，機能性化粧品が待望されていたこ
とが理解される。
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